
地域医療の将来について考える ………… ２ページ
夏！ 躍動！！ かちやまワッショイ ………………… 4ページ

「谷のはやし込み行列「谷のはやし込み行列」」
（北谷町谷区）（北谷町谷区）

広報広報

№694
月号9

平成24年9月13日発行平成24年9月13日発行

発行/福井県勝山市　編集/総務部秘書・広報課
〒911－8501 勝山市元町1丁目1－1　TEL0779－88－1114　FAX0779－88－0222
〈URLアドレス〉　　　 http://www.city.katsuyama.fukui.jp/　〈Eメールアドレス〉kouhou@city.katsuyama.lg.jp

この広報紙は
再生紙を使用
しております

広
告
の
お
申
し
込
み
は

秘
書
・
広
報
課
ま
で

◀
◀
◀

広
告

件数内訳 平成24年8月末 前年比
総件数 342件 ＋17件
　人身事故
（うち高齢者）

50件
（18）

＋11件
（＋4）

　　死　者
（うち高齢者）

1人
（0）

－ 2人
（－3）

　　傷　者 61人 ＋ 12人
　物損事故 292件 ＋6件編

集
後
記 ９月の納税

交通事故発生状況
※高齢者＝65歳以上

７月末現在 自 然 動 態 社 会 動 態 ８月末現在 月間増減出生 死亡 計 転入 転出 計
男 12,272人 10 13 －3 9 13 －4 12,265人 －7人
女 13,446人 7 8 －1 9 16 －7 13,438人 －8人
合　計 25,718人 17 21 －4 18 29 －11 25,703人 －15人
世帯数 8,128帯 8,124帯 －4世帯

人口の動き

すてきに人生すてきに人生

　

9
月
に
入
り
、
よ
う

や
く
朝
晩
は
過
ご
し
や

す
く
な
っ
て
き
ま
し
た

が
、
日
中
の
暑
さ
は
9

月
い
っ
ぱ
い
続
く
よ
う

な
の
で
、
ま
だ
ま
だ
注

意
が
必
要
で
す
。

　

稲
刈
り
シ
ー
ズ
ン

真
っ
最
中
で
、
稲
刈
り

直
後
の
田
ん
ぼ
の
近
く

で
は
、
藁
の
香
り
が
ど

こ
か
懐
か
し
さ
を
感
じ

さ
せ
ま
す
。
そ
ろ
そ
ろ

赤
と
ん
ぼ
が
乱
舞
す
る

シ
ー
ズ
ン
で
す
。
ま
た

貴
重
な
発
見
が
で
き
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
小

学
生
と
市
民
調
査
員
の

皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
ご

協
力
い
た
だ
け
る
方
は

調
査
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　昭和39年から９年間だけ存在した勤労青年学校「勝
山女子高等学院」。この学校は、当時、繊維産業が栄
え、人手不足であった勝山に集団就職し、産業を支
えた女性たちのための学校です。
　このたび、市教育委員会の市史編さん室に勤める
山田さんは、市民会館の倉庫で偶然、校旗を発見し
たのがきっかけで、同室の蔵書の中にあった勤労青
年学校に関する資料をもとに冊子を作り、自費出版
しました。
　山田さんは、「全国から若い女性が勝山へ集団就職
し、織物産業を支えてきたという歴史を、市民の方
にも知っていただきたい。そしてこの冊子が、全国
各地へ戻られた彼女たちが、また１つに集まったり、
当時を振り返ったりするきっかけになれば嬉しい。」
と話していました。
※冊子をお求めの方は、市史編さん室までご連絡ください
　（☎88-8113、1冊1,000円）

山
やま

田
だ

　雄
ゆうぞう

造さん（63） ＝元町１＝

「織姫」学生の歴史冊子を自費出版

国民健康保険税▶第２期
納  期  限▶10月１日（月）
口 座 振 替▶９月26日（水）

あなたの支えは何ですか？ 私たちの支えは、「あなた」です。

看護職員募集看護職員募集
　　　　新人看護職員卒後臨床研修制度
　　　　プリセプターシップ制
　　　　オンデマンド研修
　　　　院外研修継続教育

卒後教育

選考日　随時
※詳細はURLをご覧ください。
　病院見学は、随時受け付けております。

院内保育所「ひまわり」
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●
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら

　

ア
ン
ケ
ー
ト
を
通
じ
て
、
ま
だ

ま
だ
地
域
医
療
の
現
状
に
つ
い
て

理
解
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
奥
越
二
次
医
療
圏
を

守
る
た
め
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
次
の
よ
う
な
行
動
を
と
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

① 

病
気
に
な
っ
た
ら
す
ぐ
に
市
外

の
医
療
機
関
を
受
診
す
る
の
で

は
な
く
、
市
内
に
か
か
り
つ
け

医
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

② 

入
院
な
ど
の
医
療
に
つ
い
て

は
、
奥
越
地
域
の
拠
点
病
院
で

あ
る
福
井
社
会
保
険
病
院
を
利

用
し
ま
し
ょ
う
。

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
取
り
組
む

こ
と
に
よ
っ
て
、
入
院
患
者
の
流

出
率
を
下
げ
、
奥
越
二
次
医
療
圏

の
存
続
に
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
の

取
り
組
み
が
、
今
後
も
福
井
社
会

保
険
病
院
を
奥
越
地
域
の
拠
点
病

院
と
し
て
存
続
さ
せ
、
奥
越
の
地

域
医
療
を
守
る
こ
と
に
な
る
の
で

す
。

　

③
医
療
体
制
の
確
保
の
た
め
に

　

こ
の
質
問
に
つ
い
て
は
、
か
か

り
つ
け
医
を
持
つ
こ
と
、
福
井
社

会
保
険
病
院
の
充
実
、
在
宅
で
の

診
察
体
制
強
化
な
ど
の
回
答
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

現在の医療体制確保のために必要なこと（複数回答）

①市内医療機関での「かかりつけ医」の推進

②在宅で医師の診察等の医療を受けられる体制整備

③市民に奥越の医療に関する情報の発信

④福井社会保険病院の診療体制の充実

⑤医師など医療従事者の育成支援

⑥その他
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◎
地
域
医
療
を
考
え
る

　

８
月
30
日
に
福
祉
健
康
セ
ン

タ
ー
「
す
こ
や
か
」
で
、
第
２
回

勝
山
市
地
域
医
療
推
進
協
議
会
が

開
催
さ
れ
、
勝
山
市
医
師
会
・
歯

科
医
師
会
、福
井
社
会
保
険
病
院
、

勝
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
区
長

会
、
校
長
会
、
食
生
活
改
善
推
進

員
協
議
会
、保
健
推
進
員
協
議
会
、

商
工
会
議
所
、
奥
越
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
各
代
表
者
、
お
よ
び
勝

山
市
担
当
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

会
で
は
、
地
域
医
療
推
進
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の

説
明
が
あ
り
、
次
に
奥
越
の
入
院

患
者
の
流
出
入
状
況
や
、医
師
数
、

ベ
ッ
ド
数
の
現
状
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

◎
勝
山
市
の
今
後
の
方
針

　

参
加
者
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
地
域
医
療
を
守
る
た
め

の
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

勝
山
市
は
、
本
年
度
中
に
策
定

さ
れ
る
第
６
次
福
井
県
保
健
医
療

計
画
で
、
奥
越
の
二
次
医
療
圏
を

確
保
す
る
た
め
に
、
各
方
面
に
働

き
か
け
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
次
期
計
画
に
は
、
県

下
４
つ
の
医
療
圏
で
最
も
悪
い
医

療
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
改
善
策
を
盛

り
込
む
よ
う
要
望
し
て
い
く
と
と

も
に
、
患
者
の
流
出
率
を
現
在
の

40 

％
超
か
ら
20
％
以
下
に
す
る

取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
公
民
館
等
で
の

話
し
合
い
を
実
施
す
る
こ
と
や
広

報
紙
等
を
通
じ
て
、
市
民
に
周
知

を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。

勝
山
市
地
域
医
療
推
進
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

地域医療推進協議会の様子

アドバイザー
福井県立大学　寺島喜代子 教授

　

奥
越
の
地
域
医
療
（
二
次

医
療
圏
）
を
支
え
る
拠
点
病

院
で
あ
る
福
井
社
会
保
険
病

院
で
は
、
産
婦
人
科
お
よ
び

眼
科
に
お
い
て
、
外
来
の
診

療
体
制
の
充
実
が
次
の
と
お

り
図
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
ぜ

ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

産
婦
人
科

• 

産
婦
人
科
医
に
よ
る
診
察

が
、
週
２
日
か
ら
３
日
に

• 

火
・
水
・
金
の
10
時
か
ら

診
察

• 

９
月
１
日
か
ら
実
施
中

眼　

科

• 

眼
科
医
に
よ
る
診
察
が
、

週
１
日
か
ら
３
日
に

• 

月
・
水
・
金
の
午
前
中
診

察
• 

８
月
１
日
か
ら
実
施
中

※
月
１
回
手
術
も
実
施

福
井
社
会
保
険
病
院

　

診
療
体
制
が
充
実

お
知
ら
せ
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地域医療の将来に
ついて考える

●
地
域
医
療
推
進

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
か
ら

　

７
月
21
日
に
奥
越
地
域
地
場
産

業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た

「
地
域
医
療
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

に
お
い
て
、
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト

を
行
い
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
10
代
か

ら
70
代
ま
で
の
幅
広
い
年
齢
層
か

ら
約
3
0
0
人
の
参
加
が
あ
り
、

そ
の
う
ち
1
6
7
人
の
方
が
ア
ン

ケ
ー
ト
に
回
答
さ
れ
ま
し
た
（
回

答
者
の
70
％
が
女
性
）。
な
お
、

回
答
者
の
50
％
が
医
療
・
福
祉
関

係
、
区
長
連
合
会
、
高
齢
者
連
合

会
関
係
者
等
で
、
残
り
50
％
が
一

般
市
民
の
方
で
し
た
。

●
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
（
抜
粋
）

　

①
勝
山
市
の
医
療
の

現
状
に
つ
い
て

　

奥
越
二
次
医
療
圏
が
見
直
し
の

対
象
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、

勝
山
の
医
療
の
現
状
に
つ
い
て

「
分
か
っ
た
」
方
は
76
％
で
し
た
。

ま
た
、「
市
内
に
か
か
り
つ
け
医

が
い
る
」
方
は
65
％
で
あ
り
、「
い

な
い
」
方
は
30
％
で
し
た
。
地
域

医
療
を
守
る
た
め
に
も
、
市
内
に

か
か
り
つ
け
医
を
持
つ
こ
と
を
Ｐ

Ｒ
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。

　

②
医
療
体
制
へ
の
不
安

　
「
医
療
を
受
け
る
際
に
不
安
に

思
う
」
方
は
30
％
い
ま
し
た
。
不

安
に
思
う
内
容
は
、
医
療
技
術
や

病
院
の
存
続
・
弱
体
化
に
つ
い
て

な
ど
で
し
た
。
不
安
解
消
の
た
め

に
も
、
も
っ
と
勝
山
市
の
医
療
の

現
状
に
つ
い
て
、
市
民
に
Ｐ
Ｒ
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
分
か
り

ま
し
た
。

　現在奥越地域では、市外の病院に入院している人の割合が高いため、奥越の地域
医療（二次医療圏）が見直しの対象となっており、将来の生活に大きな影響が出る
かもしれません。地域医療推進シンポジウム参加者のアンケート結果などを踏まえ、
地域医療を守るために私たちに何ができるのかを簡単にまとめてみました。

地域医療シンポジウム　アンケート集計

地域医療推進シンポジウムの様子

問：市内にかかりつけ医が
　　いますか

問：勝山市の医療の現状が
　　分かりましたか

いる
65％

いない
30％

無回答
5％

よく
分かった
45％

どちらとも
いえない
2％

少し
分かった
31％

無回答
22％

問：現在、医療を受ける際に
　　不安に思っていることは
　　ありますか

不安に
思わない
50％不安に思う

30％

無回答
20％

≪不安に思うこと≫
●医療技術（病院・医師・器具含む）について ……12人
●病院存続、弱体化について …………………… 8人
●高齢化、通院について ………………………… 5人
●時間外、緊急時の対応について ……………… 5人
●医師（専門医）不足について ………………… 5人
●医療・医師への信用・信頼について …………… 2人
●在宅医療体制について………………………… 2人
●勝山で分娩ができないこと …………………… 1人

※ 二次医療圏の見直し
　奥越地域を福井・坂
井地域と１つの二次医
療圏に統合する考え。
　これにより、中央の
福井市にベッド数・医
師が集中し、将来、奥
越地域が医療過疎に陥
る可能性が高くなる。

～奥越の地域医療を守るには～
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写真①　第３位　極舞人（ごくぶと）

写真②　ちゃまごん賞（小・中学生チーム対象）
　　　　西の子天守2012

写真③　WE　LOVE　かちやまワッショイ賞
　　　　酔・舞・心

②

③

①

勝
山
市
チ
ー
ム

～笑顔と躍動～

鹿谷童子

蝶よ花よ組

乱舞OHANA

百花繚乱 ～ 絆 ～
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◎
暑
い
夏
を
吹
き
飛
ば
す

　

今
回
は
市
内
外
か
ら
16
チ
ー
ム

4
5
5
人
が
参
加
し
、
熱
い
演
舞

を
披
露
し
ま
し
た
。

　

沿
道
や
ゆ
め
お
ー
れ
広
場
で

は
、
多
く
の
観
客
が
つ
め
か
け
、

大
き
な
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

　

審
査
の
結
果
、
グ
ラ
ン
プ
リ
に

は「Four T
hree Com

eon's

★
」

（
あ
わ
ら
市
）
が
初
受
賞
し
ま
し

た
。
そ
の
他
の
入
賞
結
果
は
下
記

の
と
お
り
で
す
。

夏！ 躍動！！夏！ 躍動！！

かちやまワッショイ
　今年で11回目を迎えた「かちやまワッショイ」が、８月14日に元禄線とゆめおーれ広場を会場に
暑さを吹き飛ばす熱いパフォーマンスが繰り広げられました。

グランプリ　Four Three Comeon’s★

準グランプリ　旭町体協チーム・ザ・夏KA舞BU喜KI

かちやまワッショイ2012結果表

順　位 チーム名 備　考
グランプリ Four　Three　Comeon's ★ あわら市

準グランプリ 旭町体協チーム・ザ・
夏KA舞BU喜KI 勝 山 市

３ 位 極舞人（ごくぶと） 福 井 市
ちゃまごん賞 西の子天守2012 勝 山 市
WE LOVE か ち
やまワッショイ賞 酔・舞・心（すいぶしん）勝 山 市
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平成平成2424年度年度 勝山市表彰式 勝山市表彰式

地
方
自
治
功
労

地
方
自
治
功
労

清し
み　

水ず　

嘉よ
し　

夫お

（
79
）

＝
野
向
町
牛
ヶ
谷
＝

　

長
年
に
わ
た
り
区
長
を
務
め
、

市
と
地
域
住
民
と
の
連
絡
調
整
に

尽
力
し
、
地
域
福
祉
の
増
進
、
地

方
自
治
の
振
興
発
展
に
寄
与
さ
れ

た谷た
に　

口ぐ
ち　

陸む
つ　

治じ

（
73
）

＝
立
川
町
１
＝

　

長
年
に
わ
た
り
、
公
平
委
員
会

委
員
と
し
て
、
公
務
員
の
利
益
の

保
護
と
公
正
な
人
事
権
の
行
使
の

保
障
に
寄
与
さ
れ
た

飴あ
め　

嶋し
ま　

千ち

え

こ
惠
子
（
75
）

＝
元
町
１
＝

　

長
年
に
わ
た
り
、
公
平
委
員
会

委
員
と
し
て
、
公
務
員
の
利
益
の

保
護
と
公
正
な
人
事
権
の
行
使
の

保
障
に
寄
与
さ
れ
た

産
業
功
労

西に
し　

出で　

信の
ぶ　

夫お

（
63
）

＝
野
向
町
聖
丸
＝

　

長
年
に
わ
た
り
勝
山
商
工
会
議

所
議
員
と
し
て
そ
の
要
職
を
務

め
、
商
工
業
の
発
展
と
地
域
振
興

に
寄
与
さ
れ
た

阿あ　

部べ　

光み
つ　

郎お

（
61
）

＝
本
町
２
＝

　

長
年
に
わ
た
り
勝
山
商
工
会
議

所
議
員
と
し
て
そ
の
要
職
を
務

め
、
商
工
業
の
発
展
と
地
域
振
興

に
寄
与
さ
れ
た

消
防
・
交
通
功
労

渡わ
た　

邉な
べ　

一か
ず　

雄お

（
61
）

＝
鹿
谷
町
保
田
＝

　

長
年
に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し

て
、
献
身
的
な
活
動
に
よ
り
防
火

思
想
の
普
及
、災
害
防
止
に
努
め
、

市
民
生
活
の
安
全
に
寄
与
さ
れ
た

山や
ま　

本も
と　

清せ
い　

隆り
ゅ
う（

52
）

＝
野
向
町
北
野
津
又
＝

　

長
年
に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し

て
、
献
身
的
な
活
動
に
よ
り
防
火

思
想
の
普
及
、災
害
防
止
に
努
め
、

市
民
生
活
の
安
全
に
寄
与
さ
れ
た

ふ
じ　

田た　

昌ま
さ　

秀ひ
で

（
75
）

＝
昭
和
町
１
＝

　

長
年
に
わ
た
り
交
通
安
全
協
会

役
員
と
し
て
、
安
全
看
板
の
設
置

等
献
身
的
な
活
動
に
よ
り
交
通
安

全
思
想
の
普
及
、
事
故
防
止
に
努

め
、
市
民
生
活
の
安
全
に
寄
与
さ

れ
た

和わ　

田だ　
　
　

勇い
さ
む（

64
）

＝
本
町
２
＝

　

長
年
に
わ
た
り
交
通
安
全
協
会

役
員
と
し
て
、
安
全
看
板
の
設
置

等
献
身
的
な
活
動
に
よ
り
交
通
安

全
思
想
の
普
及
、
事
故
防
止
に
努

め
、
市
民
生
活
の
安
全
に
寄
与
さ

れ
た

齋さ
い　

藤と
う　

ケ
サ
ミ
（
68
）

＝
荒
土
町
北
新
在
家
＝

　

長
年
に
わ
た
り
交
通
指
導
員
と

し
て
、
街
頭
指
導
等
献
身
的
な
活

動
に
よ
り
交
通
安
全
思
想
の
普

及
、
事
故
防
止
に
努
め
、
市
民
生

活
の
安
全
に
寄
与
さ
れ
た

社
会
公
益
功
労

廣ひ
ろ　

田た　

千ち

よ

こ
代
子
（
78
）

＝
荒
土
町
伊
波
＝

　

亡
夫
が
永
年
お
世
話
に
な
っ
た

市
民
の
福
祉
向
上
の
た
め
に
多
額

の
寄
附
を
さ
れ
た

細ほ
そ　

野の　
　
　

治お
さ
む（

64
）

＝
群
馬
県
桐
生
市
＝

　

勝
山
市
ふ
る
さ
と
ル
ネ
ッ
サ
ン

ス
事
業
の
た
め
に
多
額
の
寄
附
を

さ
れ
た

社
団
法
人　

勝
山
建
設
業
会

＝
滝
波
町
１
＝

　

勝
山
市
が
独
自
に
行
う
東
日
本

大
震
災
の
被
災
者
に
対
す
る
支
援

活
動
の
た
め
に
多
額
の
寄
附
を
さ

れ
た

　

市
制
施
行
記
念
日
の
９
月
１
日
、
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー

「
す
こ
や
か
」
で
勝
山
市
表
彰
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

地
方
自
治
や
産
業
な
ど
の
各
分
野
で
功
績
の
あ
っ
た
個

人
や
団
体
に
対
し
、
山
岸
市
長
か
ら
表
彰
状
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ま
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）
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　勝山の夏を彩った
「勝ち山夏物語」。
　今年も市内各地で
様々なイベントが繰
り広げられました。

越前大仏夏祭り

平泉寺歴史オリエンテーリング

白山禅定道トレイルマラソン

木村充揮　星空歌ライブ ゆめおーれフェスティバル

かちやまちょうちん登山

谷はやし込み行列
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　子宮頸がんは妊娠や出産を控える20 ～ 30代の方に、
乳がんは家族を支える40 ～ 50代の方に増えています。
　しかし、どちらのがんも早期に発見することができれ
ば、命を落とすことはありません。
　２年に１度のがん検診をぜひ受診してください。そし
て、家族や友人にも受診を呼びかけてください。
対　　象▶平成23年度のがん検診を受診していない女性
　　　　　・子宮頸がん検診（20歳以上）
　　　　　・乳がん検診（40歳以上）
費　　用▶無料
受 診方法▶集団検診（すこやかまたは各公民館）、また
は個別検診（医療機関）のどちらかをお選びいただけ
ます。ご希望の方は、下記までお問い合わせください
問　健康長寿課（すこやか内）☎87－0888

あなたにも受けてほしいあなたにも受けてほしい

子宮頸がん子宮頸がん・・
　　　 乳がん　　　 乳がん検診検診

が
ん
検
診
を
受
け
て

早
期
の
子
宮
頸
が
ん
が

見
つ
か
っ
た
方
の
声

自
覚
症
状
は
な
か
っ
た
が

　

私
が
子
宮
頸
が
ん
検
診
を
受
け

た
の
は
、
２
人
の
子
ど
も
を
産
ん

で
し
ば
ら
く
経
っ
た
35
歳
の
時
で

し
た
。
身
内
に
乳
が
ん
な
ど
婦
人

科
系
の
病
気
に
な
っ
た
者
が
多

く
、
自
分
は
ど
う
な
の
か
心
配

だ
っ
た
こ
と
が
、
検
診
を
受
け
る

き
っ
か
け
で
し
た
。
で
も
「
自
分

は
大
丈
夫
」
と
い
う
自
信
が
あ
り

ま
し
た
。
特
に
自
覚
症
状
も
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
の
で
。

　

と
こ
ろ
が
、
届
い
た
の
は
「
要

精
密
検
査
」
と
い
う
検
査
結
果
。

「
何
や
ろ
？
」
と
思
い
な
が
ら
も
、

す
ぐ
に
病
院
で
受
診
し
た
と
こ

ろ
、
子
宮
頸
部
に
異
形
成
（
が
ん

の
一
歩
手
前
の
状
態
の
も
の
）
が

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

異
形
成
が
が
ん
化
し
て

　

こ
の
異
形
成
は
、
75
％
の
人
が

自
然
に
消
え
て
な
く
な
る
と
い
う

こ
と
で
、
し
ば
ら
く
定
期
的
に
検

査
を
し
な
が
ら
様
子
を
見
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
検
査
中
も
異
形
成
の

状
態
が
続
き
、
そ
れ
か
ら
半
年
後

の
検
査
で
、
異
形
成
が
が
ん
化
し

て
い
る
の
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

早
め
の
発
見
が
功
を
奏
す

　

が
ん
細
胞
を
取
り
除
く
た
め
、

レ
ー
ザ
ー
で
焼
く
治
療
を
２
回
受

け
ま
し
た
が
、
効
果
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。そ
こ
で
医
師
か
ら
は
、

が
ん
箇
所
だ
け
を
手
術
で
取
る
方

法
を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
再
発

の
可
能
性
も
考
え
、
子
宮
の
全
摘

出
を
選
択
し
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
私
の
場
合
は
が
ん
が

早
期
に
見
つ
か
っ
た
の
で
卵
巣
を

残
す
こ
と
が
で
き
、
手
術
後
の
体

の
変
化
は
少
な
く
て
す
み
ま
し

た
。

た
っ
た
数
秒
の
検
査

　

子
宮
頸
が
ん
検
診
は
、
綿
棒
で

頸
部
の
細
胞
を
こ
す
る
だ
け
の
簡

単
な
検
査
で
す
。
た
っ
た
数
秒
の

検
査
で
、
が
ん
を
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
。

　

私
は
子
ど
も
を
２
人
産
ん
で
い

た
の
で
、
子
宮
を
全
摘
出
す
る
と

い
う
決
断
が
で
き
ま
し
た
が
、
早

期
に
発
見
で
き
れ
ば
、
子
宮
を
残

す
治
療
も
で
き
、
そ
の
後
の
妊
娠

や
出
産
も
可
能
で
す
。

検
診
で
し
か
見
つ
け
ら
れ
な
い

　

乳
が
ん
は
自
分
で
見
つ
け
ら
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
子

宮
頸
が
ん
は
検
診
を
受
け
な

い
と
見
つ
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
こ
そ
、
皆
さ
ん
に
は

ぜ
ひ
検
診
を
受
け
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

細野　清恵さん（41）
＝野向町龍谷＝

●子宮頸がんとは●
　子宮頸がんは、子宮の入り口
にできるがんのことで、ヒトパ
ピローマウイルス（HPV）とい
うウイルスが原因となって発症
します。
　HPVは、女性の80％が生涯の
うち一度は感染する、ごくあり
ふれたウイルスですが、自身の
免疫力で自然治癒する方がほと
んどです。しかし、約10％の方
が持続的に感染し、前がん病変
（異形成）になり、その一部がが
んに進行しています。

転用：パンフレット「予防できる子宮頸がん」より
（財団法人がん研究振興財団 発行）

９月は『がん制圧月間』
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被
災
地
の
小
学
生
が

被
災
地
の
小
学
生
が

勝
山
の
夏
を
満
喫
！

勝
山
の
夏
を
満
喫
！

〜
東
日
本
大
震
災
被
災
者
支
援
〜

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
支
援

の
一
環
と
し
て
、
７
月
28
日
か
ら

４
日
間
は
岩
手
県
陸
前
高
田
市
の

小
学
生
４
名
を
、
８
月
１
日
か
ら

４
日
間
は
福
島
県
南
相
馬
市
の
小

学
生
８
名
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
平
泉
寺
・
野

向
・
村
岡
小
学
校
の
児
童
と
の
交

流
を
通
し
て
、「
恐
竜
王
国
か
つ

や
ま
」で
の
夏
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

南
相
馬
市
長
や
参
加
者
か
ら
お

礼
の
手
紙
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の

で
、そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
は
、
本
市
の
子
ど
も

た
ち
を
ご
招
待
い
た
だ
き
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
市
の
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
今
回
の
ご

招
待
は
、
勝
山
市
の
小
学
生
の
皆

様
と
の
キ
ャ
ン
プ
を
通
し
て
の
交

流
会
、
恐
竜
化
石
発
掘
体
験
や
福

井
県
立
恐
竜
博
物
館
見
学
等
、
す

べ
て
が
忘
れ
ら
れ
な
い
良
い
思
い

出
に
な
っ
た
事
と
、
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
勝

山
市
の
関
係
の
皆
様
に
も
重
ね
重

ね
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
ご
招
待
に
よ
り
、
日
頃
の

屋
外
活
動
が
制
限
さ
れ
て
い
る
児

童
が
、
の
び
の
び
と
自
由
に
時
間

を
気
に
せ
ず
活
動
で
き
、
同
世
代

の
小
学
生
と
触
れ
合
え
た
こ
と

は
、
子
ど
も
た
ち
の
心
の
ケ
ア
へ

寄
与
し
た
も
の
と
拝
察
し
て
お
り

ま
す
。

　

勝
山
市
の
皆
様
の
今
後
益
々
の

ご
活
躍
と
ご
健
勝
を
お
祈
り
し
、

御
礼
の
ご
挨
拶
に
か
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
　

南
相
馬
市
長　

桜
井　

勝
延

　

３
日
間
で
一
番
楽
し
か
っ
た
の

は
、
平
泉
寺
小
学
校
の
子
た
ち
と

泊
ま
っ
た
こ
と
で
す
。
陸
前
高
田

市
を
出
発
す
る
と
き
は
不
安
だ
っ

た
け
ど
、勝
山
に
行
っ
た
ら
、も
っ

と
こ
こ
に
い
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
短
い
間
で
し
た
が
と
て
も
楽

し
か
っ
た
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

陸
前
高
田
市
米
崎
小
学
校

５
年　

菅
原　

彬
人 

　

い
ろ
い
ろ
と
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
中
で
も
化
石
ほ
り
が

楽
し
か
っ
た
で
す
。
来
年
は
、
家

族
と
ま
た
行
き
た
い
で
す
。

　

南
相
馬
市
原
町
第
三
小
学
校

５
年　

秋
山　

友
祐 

　

福
島
県
に
帰
郷

福
島
県
に
帰
郷

　

勝
山
市
に
避
難
し
て
い
た
福
島

県
南
相
馬
市
・
浪
江
町
の
17
世
帯

40
名
が
、
７
月
下
旬
、
福
島
県
に

帰
郷
し
ま
し
た
。

　

７
月
18
日
に

は
、
代
表
８
名
が

市
役
所
を
訪
れ
、

山
岸
市
長
へ
感
謝

の
気
持
ち
を
伝
え

ま
し
た
。

　

市
長
は
、「
勝

山
で
の
い
い
思
い

出
を
忘
れ
ず
、
頑

張
っ
て
く
だ
さ

い
。
１
日
も
早
い

ふ
る
さ
と
の
再
興
を
願
っ
て
い
ま

す
。」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　

一
時
移
住
者
か
ら
は
、「
勝
山
に

た
く
さ
ん
の
友
人
が
で
き
ま
し
た
。

福
島
県
に
帰
っ
て
も
交
流
を
続
け

て
い
き
た
い
で
す
。」
な
ど
、市
民
、

地
域
、
各
種
団
体
、
そ
し
て
行
政

か
ら
の
様
々
な
支
援
に
対
す
る
感

謝
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

たくさんのご協力を
ありがとうございました

　この事業に対し、市内食品加工グループの
有志や農家の方から、手づくりコロッケやメ
ロン、じゃがいもなどの差し入れをいただき、
市内靴販売店からは運動靴の寄附をいただき
ました。
　また、カヌーやキャンプファイヤー、そば
打ち体験、ストリートダンス体験などでも、
各種団体の皆さんのご協力をいただきました。
　本当にありがとうございました。

陸
前
高
田
市
長
が
来
勝

と
き
▼
10
月
14
日
（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
〜

・
戸と

ば羽
陸
前
高
田
市
長
の
ト
ー
ク

・
戸
羽
市
長
と
山
岸
市
長
の
対
談

※ 

詳
細
は
、
９
月
お
知
ら
せ
版
に

掲
載
し
ま
す
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第8回 勝山恐竜クロカンマラソン第8回 勝山恐竜クロカンマラソン
1010月2828日（日）

かつやま恐竜の森
申込締切　10月1日（月）

ゲストランナー
かつやまマラソン大使

君原　健二 氏

　当日は園内の駐車場は利用できませんの
で、会場近くの雁が原スキー場駐車場をご
利用ください。
※シャトルバスでの送迎あり

・問　勝山恐竜クロカンマラソン実行委員会　
〒911-8501　勝山市元町１丁目１番１号
TEL 88-8114　FAX 88－1120　
URL http://www.city.katsuyama.fukui.jp/kurokan/home/top.htm/top.htm

新39歳以下男子（高校生含む）の部
20km

新40歳以上男子の部 20km
新一般女子（高校生含む）の部
 20km
※ 高校生男子の部（５km）は、39歳以下
男子の部（５km）に統合しました

今大会から今大会から
20kmコースを新設

！
20kmコースを新設

！

当日のボランティアスタッフ募集中！

グランフォンド福井2012グランフォンド福井2012
99月月3030日（日）午前6時 スタート日（日）午前6時 スタート

スタート　かつやま恐竜の森スタート　かつやま恐竜の森
ゴ ー ル　スキージャム勝山ゴ ー ル　スキージャム勝山

　

約
１
０
０
０
人
が
参
加

　

約
１
０
０
０
人
が
参
加

す
る
県
下
最
大
の
サ
イ
ク

す
る
県
下
最
大
の
サ
イ
ク

リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
「
グ
ラ

リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
「
グ
ラ

ン
フ
ォ
ン
ド
」。
勝
山
市

ン
フ
ォ
ン
ド
」。
勝
山
市

を
発
着
地
と
し
て
、
坂
井

を
発
着
地
と
し
て
、
坂
井

市
や
大
野
市
を
通
過
す
る

市
や
大
野
市
を
通
過
す
る

コ
ー
ス
を
、
交
通
ル
ー
ル

コ
ー
ス
を
、
交
通
ル
ー
ル

を
守
っ
て
走
り
ま
す
。

を
守
っ
て
走
り
ま
す
。

　

現
在
、
市
民
を
主
体
と

　

現
在
、
市
民
を
主
体
と

す
る
実
行
委
員
会
が
大
会

す
る
実
行
委
員
会
が
大
会

の
準
備
を
進
め
て
い
ま

の
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
当
日
は
、
沿
線
か
ら

す
。
当
日
は
、
沿
線
か
ら

の
応
援
と
安
全
へ
の
ご
協

の
応
援
と
安
全
へ
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　グランフォンド福井2012
実行委員会

（市民活動センター内）
☎080-2957-1399

【通過予想時間】
野向公民館 6:10～ 8:00
小舟渡橋 6:20～ 8:18
 10:30～14:00
荒鹿橋左岸 6:30～ 8:26
 10:45～14:15
遅羽公民館 6:40～ 8:40
 10:00～12:10
坂東島 10:30～13:50
勝山郵便局 8:45～14:33
五本寺交差点 8:51～14:41

10月6日㈯　オープン
午前10時：オープニング式典

10月6日㈯・7日㈰・8日㈪　オープニングイベント

問い合わせ先　勝山市教育委員会　史蹟整備課　TEL：0779-88-8113　FAX：0779-88-1120

平泉寺1300年の歴史と発掘調査の状況を、
出土品、パネル、映像等で分かりやすく紹介します。

10月6日（土）
午前10時～ 　　　  オープニング式典
午前10時40分～正午　アトラクション
 　　　　・平泉寺小学校児童による合唱、寸劇
 　　　　・篠笛演奏　本禄　和美さん（楽衆玄達）
 　　　　・朗読『街道をゆく』「平泉寺・木洩れ日」
 　　　　　　　　　　　　幅田みち恵さん
午後1時と3時 平泉寺史跡見学会　
午後1時～4時 平泉寺白山神社宝物館特別公開
　　　　　　　　　  平泉寺秋の山野草展

午前10時～ 　　　  オープニング式典
午前10時40分～正午　アトラクション
 　　　　・平泉寺小学校児童による合唱、寸劇
 　　　　・篠笛演奏　本禄　和美さん（楽衆玄達）
 　　　　・朗読『街道をゆく』「平泉寺・木洩れ日」
 　　　　　　　　　　　　幅田みち恵さん
午後1時と3時 平泉寺史跡見学会　
午後1時～4時 平泉寺白山神社宝物館特別公開
　　　　　　　　　  平泉寺秋の山野草展

10月7日（日）・8日（月）10月7日（日）・8日（月）
午前10時と午後1時、3時に平泉寺史跡見学会

平泉寺秋の山野草展
午前10時と午後1時、3時に平泉寺史跡見学会

平泉寺秋の山野草展

まほろばオープン時間

午前９時～午後５時まで
（入館は午後４時30分まで）

〒911-0822
勝山市平泉寺町平泉寺66-2-12まほろば完成イメージ図

入　館　無　料

関連イベント
10月7日（日）
勝山城博物館では
開館20周年記念式典

広報かつやま9月号 №694 　　 10
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クマから身を守るために

　秋は、冬眠を前にエサを求めるクマが活発に活動
します。どの山でも、人家の近くでもクマと出会う
可能性があります。クマによる人身被害を防止する
ため、次のことに注意してください。

クマを引き寄せないために
・家の周りに生ごみを捨てたり置いたりしない
・お墓のお供え、登山・キャンプのゴミは持ち帰る
・人家の近くの柿や栗は早めに収穫する
・近くにあるハチの巣は、放置せずに撤去する

クマと遭わないために
・早朝や視界の悪い時は外出しない
・外出時には、鈴や笛など音が鳴るものを携帯する
・�クマの餌となる実（クルミなど）がなるところに
は近寄らない

それでもクマに遭ってしまったら
・とにかく落ち着くこと
・騒がず、決して走らず、ゆっくり後退する
・子グマであっても、絶対に近寄らない
・襲ってきたら急所を守る！
　（�地面に伏せ、両手で首の後ろをガードし、頭と
首を守ってください）

クマを目撃したら、市役所または警察署へ！
　林業振興課（市役所１階）	 ☎88‐8121
　勝山警察署		 ☎88‐0110

１、クマを引き寄せない
２、クマに遭わない
３、出遭ったら、興奮しない、させない

基
本
３
か
条

　10月から3年間に限り、過去10年以内の納
め忘れた保険料を納めることができる「後納
制度」が始まります。
　過去10年以内の保険料を納めることで、将
来の年金額を増やしたり、年金の受給権につ
なげたりすることができるようになります。

1か月分の後納保険料を納めることにより
老齢基礎年金が増額される目安

※平成24年度満額の年金額

　年金機能強化法により、平成27年10月から
受給資格期間が、これまでの25年（300月）
から10年（120月）に短縮される予定です。
　これまで受給資格期間を満たさなかった方
が年金を受給できる場合や、後納制度を利用
することで受給できるようになる場合があり
ます。
※�後納制度は事前申し込みが必要です。また、
審査の結果、後納制度をご利用いただけな
い場合があります　
　ねんきんネット（http://www.nenkin.go.jp）
でご自身の年金記録を確認できますので、後
納される場合にはご利用ください
　詳しくは、下記までお問い合わせください。

後納制度がスタート 受給資格期間が短縮される!?

年金額アップ・年金の受給資格を得られます
年
金

問　国民年金保険料専用ダイヤル　☎0570-011-050
　　市民課（市役所１階）（☎88‐8102）、福井年金事務所（☎0776‐23‐4518）

国民年金保険料を納め忘れている方へ

786,500円※

480か月（12か月×40年）
≒1,638円（年額）

赤とんぼフォーラム2012
「赤とんぼの舞う“日本の原風景”を受け継ぐ意義とは」

日時　９月29日（土）午後１時～　　会場　村岡公民館

◆
エ
コ
環
境
都
市
推
進
活
動
表
彰

◆
報
　
告
　

１
．
学
校
と
市
民
の
連
携
に
よ
る

　

調
査
活
動
に
つ
い
て

２
．
中
干
し
・
転
作
と
赤
と
ん
ぼ
の

　

羽
化
に
関
す
る
調
査
報
告

◆
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

登
壇
者
　

・
勝
山
市
長　
　
　

山
岸�

正
裕�　

氏

・
石
川
県
立
大
学　

上
田�

哲
行�

教
授

・
福
井
県
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

多
田�

雅
充�

所
長

・
環
境
保
全
推
進
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

前
園�

泰
徳�　

氏

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

ふ
く
い
ユ
ネ
ス
コ
協
会

　
　
　
　
　
　

会
長　

光
野　

稔�
氏

　
　
（
福
井
テ
レ
ビ
代
表
取
締
役
社
長
）

９月23日（日）に同時開催！
■ 第４回勝山市産業展�（午前９時～午後３時30分）
会場：奥越地域地場産業振興センター

■ 越前大仏もんぜん市 （午前10時～午後４時）
会場：越前大仏　門前町

■ 第６回歯みがきロボットコンテスト
（競技開始　午前10時）

会場：越前大仏　大仏殿

　各イベントの詳細は、広報かつやま８月お知らせ版に
掲載していますのでご覧ください。

問　商工振興課（市役所2階）　☎88-8105

第
39
回
自
衛
消
防
隊

操
法
競
技
大
会

と
　
き
▼
9
月
29
日
（
土
）

午
後
1
時
～
5
時

と
こ
ろ
▼
九
頭
竜
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

グ
ラ
ウ
ン
ド

参	

加
機
関
▼
勝
山
市
防
火
管
理
研

究
協
議
会
の
加
入
事
業
所
20
社

問
　
消
防
署
　
☎
88
‐
0
4
0
0

勝
山
健
康
ウ
ォ
ー
ク

―
平
泉
寺
・
歴
史
探
遊
の
旅
―

と
　
き
▼
10
月
8
日
（
月
・
祝
）

　
　
　

受
付　

午
前
8
時
15
分
～

　
　
　

出
発　

午
前
9
時

集
　
合
▼
弁
天
河
原

　
　
　
　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

コ
ー
ス
▼
平
泉
寺
方
面（
約
11
㎞
）

※�

6
日
に
オ
ー
プ
ン
予
定
の
白
山

平
泉
寺
歴
史
探
遊
館
「
ま
ほ
ろ

ば
」
を
通
り
ま
す

費
　
用
▼
1
0
0
円
（
保
険
代
）

準	

備
物
▼
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
で
き

る
服
装
、
雨
具
、
飲
み
物
、
弁

当（
昼
休
憩
を
さ
れ
る
方
の
み
）

申
込
締
切
▼
10
月
5
日
（
金
）

申
・
問�

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課

☎
88
‐
8
1
1
4
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「
か
っ
ち
ゃ
ま
H
U
B
」
は
、
勝
山

の
情
報
の
収
集
、
発
信
、
交
流
の
ハ

ブ
（
中
心
・
中
核
）
に
な
る
メ
デ
ィ

ア
を
作
ろ
う
と
結
成
し
ま
し
た
。
現
在
、

ス
タ
ッ
フ
は
12
人
で
、
ラ
ジ
オ
班
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
班
、
事
務
局
に
分
か
れ
て
活

動
し
て
い
ま
す
。

毎
月
第
3
土
曜
日
に
ラ
ジ
オ
生
放
送

　

毎
月
第
3
土
曜
日
の
午
前
11
時
か
ら
、

丹
南
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
F
М
「
た

ん
な
ん
夢
レ
デ
ィ
オ
」
に
て
、「
か
っ
ち
ゃ

ま
H
U
B
」
と
い
う
番
組
を
1
時
間
生
放

送
し
て
い
ま
す
。
毎
回
ゲ
ス
ト
を
招
き
、

勝
山
の
旬
な
話
題
に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま

す
。
ま
た
、
国
際
交
流
員
の
マ
ー
ク
さ
ん

に
「
か
っ
ち
ゃ
ま
弁
」
を
教
え
る
と
い
う

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
な
ど
、
毎
回
工
夫
を

重
ね
な
が
ら
番
組
を
制
作
し
て
い
ま
す
。

　

実
は
、
勝
山
で
こ
の
ラ
ジ
オ
放
送
を
聴

く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
（
丹
南
エ
リ
ア
で

の
み
視
聴
可
）。
し
か
し
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
サ
イ
ト
「
ユ
ー
ス
ト
リ
ー
ム
」
を
使
っ

た
同
時
中
継
を

行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ラ
ジ
オ
で
聴

く
だ
け
で
な
く
、

パ
ソ
コ
ン
で
見
て

楽
し
め
る
放
送
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
す
の
で
、
世
界

中
の
方
々
も
視
聴

で
き
ま
す
。

8
月
の
放
送
は
屋
外
か
ら

　

7
月
ま
で
の
放
送
は
、
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
を
ス
タ
ジ
オ
に
発
信
し
て
き
ま
し
た

が
、
8
月
の
放
送
は
、
初
の
屋
外
と
な
る

ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
勝
山
か
ら
放
送
し
ま
し

た
。

　

テ
ン
ト
を
借
り

て
放
送
ブ
ー
ス
を

設
置
し
、
山
の
景

色
を
映
し
た
り
、

ラ
ン
チ
紹
介
で
は

離
れ
た
場
所
か
ら

中
継
を
し
た
り
、

ダ
ン
ス
実
演
コ
ー
ナ
ー
が
あ
っ
た
り
と
、

初
の
試
み
づ
く
し
の
回
と
な
り
ま
し
た
。

過
去
の
放
送
も
視
聴
で
き
ま
す

　

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
と
い
う
動
画
サ
イ
ト

で
、
こ
れ
ま
で
の
放
送
を
視
聴
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
「
か
っ
ち
ゃ
ま

H
U
B
」
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

　

生
放
送
を
視
聴
す
る
に
は
、
ユ
ー
ス
ト

リ
ー
ム
と
い
う
サ
イ
ト
で
、「
か
っ
ち
ゃ

ま
」
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。
生
放
送
中

に
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
コ
メ
ン
ト
参
加
も
で
き

ま
す
。

　

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
内
の
「
か
っ
ち
ゃ
ま

H
U
B
」
で
は
、
情
報
の
交
換
や
交
流
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
様
々
な
方
法
で
視
聴
で

き
ま
す
の
で
、
多
く
の
市
民
か
ら
の
ア
ク

セ
ス
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
番

組
の
周
知
に
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

か
っ
ち
ゃ
ま
H
U
B
代
表

問　

未
来
創
造
課
（
市
役
所
2
階
）

 

（
☎
88
‐
1
1
1
5
）

か
っ
ち
ゃ
ま
Ｈ
Ｕ
Ｂ
（
ハ
ブ
）

第
12
回　

勝
山
の
音
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う

　

今
回
は
、
音
の
世
界
に
注
目
し
て
み

ま
す
。
勝
山
の
魅
力
の
１
つ
に
、
人
工

の
音
が
あ
ま
り
聞
こ
え
ず
、
川
の
せ
せ

ら
ぎ
、
風
の
音
、
生
物
の
声
な
ど
、
自

然
の
音
を
堪
能
で
き
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
様
々
な
自
然
の
音

を
聞
き
分
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
勝

山
ラ
イ
フ
の
楽
し
み
が
増
え
る
と
同
時

に
、
季
節
や
環
境
の
変
化
を
音
だ
け
で

的
確
に
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

虫
た
ち
の
声

　

今
の
時
期
は
、
夏
ま
で
あ
れ
ほ
ど
鳴

い
て
い
た
カ
エ
ル
た
ち
の
声
が
消
え
、

野
鳥
た
ち
の
さ
え
ず
り
も
聞
こ
え
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。
代
わ
り
に
、
よ
く
耳

に
入
る
の
が
昆
虫
の
奏
で
る
音
で
す

（
昆
虫
は
口
で
は
な
く
体
の
一
部
を
使

う
た
め
、
声
で
は
な
く
音
と
し
ま
す
）。

　

勝
山
は
、
日
本
人
が
古
来
よ
り
愛
し

て
き
た
「
虫
の
音
」
が
、
ま
だ
ほ
と
ん

ど
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
貴
重
な
場
所

で
す
。
例
え
ば
、ス
ズ
ム
シ
、マ
ツ
ム
シ
、

ウ
マ
オ
イ
な
ど
、
都
市
で
は
そ
の
声
が

ほ
と
ん
ど
聞
け
な
く
な
り
、
ペ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
プ
で
売
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
鳴

く
虫
た
ち
が
、
勝
山
で
は
ま
だ
普
通
に

い
る
の
で
す
。

勝
山
の
音
を
楽
し
む

　

一
方
、
音
で
勝
山
の
変
化
も
捉
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
街

路
樹
を
中
心
に
外
来
種
の
ア
オ
マ
ツ
ム

シ
が
大
声
を
出
し
て
い
ま
す
し
、
温
暖

化
の
影
響
か
、
昼
間
に
南
方
系
の
ク
マ

ゼ
ミ
の
声
が
聞
こ
え
る
よ
う
に
も
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
音
の
世
界
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。
た
ま
に
は
、
の
ん
び
り
自

然
の
音
を
聞
き
、
風
情
を
感
じ
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
。
ど
ん
な
虫
や
鳥
が
鳴

い
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
場
合
は
、
携

帯
電
話
や
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
動
画
機

能
を
使
っ
て
録
音
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

最
近
は
、
音
の
出
る
図
鑑
や
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
様
々
な
生
物
の
音
を
聞

け
る
サ
イ
ト
が
あ
る
の
で
、
自
分
の
聞

い
た
音
を
確
か
め
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

「
勝
山
エ
コ
ラ
イ
フ
」コ
ラ
ム

「
勝
山
エ
コ
ラ
イ
フ
」コ
ラ
ム

音で季節の移り変わりを知る　日本古来からの風情音で季節の移り変わりを知る　日本古来からの風情

スズムシ

バイカモのせせらぎ
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平
成
23
年
度

 

勝
山
市
情
報
公
開

実
施
状
況

　

勝
山
市
情
報
公
開
条
例
に
基
づ

き
、
平
成
23
年
度
中
に
行
政
文
書

の
開
示
請
求
が
あ
っ
た
も
の
に
つ

い
て
、
そ
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

総
数
4
件
で
、
非
開
示
と
な
っ

た
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
請
求
を

受
け
た
の
は
、
指
定
管
理
者
に
関

す
る
文
書
等
で
し
た
。

　

そ
の
他
、
任
意
開
示
申
出
が
4

件
あ
り
、
う
ち
一
部
開
示
お
よ
び

非
開
示
が
各
1
件
あ
り
ま
し
た
。

問　

総
務
課
（
市
役
所
2
階
）

☎
88
‐
1
1
1
6

　　　　　　平成23年度 情報公開実施状況 （単位:件）

受理件数 決定件数
不服
申立

取り
下げ総　数 請求者内訳 開　示 一部

開示 非開示 対象外

4
個　人 2

4 0 0 0 0 0
会　社 2

　

任
期
満
了
に
伴
う
農
業
委
員
会

委
員
選
挙
が
、
８
月
19
日
に
執
行

さ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
選
挙
区
と
第
２
選
挙
区
で

は
、
そ
れ
ぞ
れ
定
数
を
超
え
な

か
っ
た
た
め
無
投
票
と
な
り
ま
し

た
が
、
第
３
選
挙
区
で
は
39
年
ぶ

り
の
選
挙
戦
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
の
選
挙

区
で
次
の
方
々
が
当
選
さ
れ
ま
し

た
。 

（
届
出
順
、
敬
称
略
）

◆
第
１
選
挙
区
（
５
名
）

松
村
勘
兵
衞　

鹿
谷
町
北
西
俣

中
村　

栄
治　

荒
土
町
妙
金
島

笠
松　

邦
造　

北
郷
町
森
川

山
下　

静
二　

荒
土
町
細
野

大
谷　

健
一　

北
郷
町
伊
知
地

◆
第
２
選
挙
区
（
４
名
）

加
藤　

幸　

北
谷
町
北
六
呂
師

前
田　

壽
夫　

村
岡
町
黒
原

吉
川　
　

豊　

野
向
町
北
野
津
又

久
保　

晴
空　

野
向
町
聖
丸

◆
第
３
選
挙
区
（
４
名
）

松
山　

重　

遅
羽
町
比
島

斎
藤　

一
男　

上
高
島

山
内
百
合
子　

平
泉
寺
町
大
渡

牧
野　

雅
夫　

平
泉
寺
町
平
泉
寺

　

勝
山
を
さ
ら
に
良
く
し
て
い
く

た
め
の
ご
意
見
や
ご
提
案
を
「
市

長
へ
の
手
紙
」
に
し
て
、
ぜ
ひ
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

提
出
方
法
▼
手
紙
、
メ
ー
ル
等

提
出
先
▼
秘
書
・
広
報
課

　

〒
９
１
１
‐
８
５
０
１

　

勝
山
市
元
町
１
丁
目
１
番
１
号

　

E-m
ail　

kouhou@
city.

katsuyam
a.lg.jp

注
意
事
項
▼

• 

必
ず
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
記
載
し
て
く
だ
さ
い

• 

地
域
の
ご
要
望
や
苦
情
な
ど

は
、
各
区
長
を
通
し
て
お
申
し

出
く
だ
さ
い

そ
の
他
▼

• 

記
載
さ
れ
た
個
人
情
報
は
、
内

容
確
認
な
ど
の
目
的
以
外
に
は

利
用
し
ま
せ
ん

• 
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
手
紙
の
要

約
を
、
広
報
紙
や
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す

問　

秘
書
・
広
報
課

　
　
　
（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
１
１
１
４

　勝山市環境基本計画を推進するため、市
民・市民団体・事業者、行政で構成する「エ
コ・クリーン市民会議」の委員を募集します。
対 　　象▶環境保全に関する取り組みをさ
れている方、またはご意見をお持ちの方
募集人員▶若干名
委嘱期間▶平成26年３月末まで
職 務内容▶計画推進のための取り組みの検
討および評価
応 募方法▶住所、氏名、生年月日、性別、
動機をご記入のうえ、ファックスまたは
メールで環境政策課へ提出してください
応募締切▶９月28日（金）
申・問　環境政策課（市役所２階）
　　☎88-8104　FAX 88-0222
　  e-mail kankyou@city.katsuyama.lg.jp

市 境基 計 進 市

勝山市環境基本計画勝山山市市環境境境基本本計画画
「エコ・クリーン市民会議」「エエココ・・クリーーンンン市市市市民民民会会会会議議議議」」

委員募集委委委委員員員募募募募集集集

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
結
果

９
月
は
市
民
提
案
月
間

９
月
は
市
民
提
案
月
間

　
「
市
長
へ
の
手
紙
」

　
「
市
長
へ
の
手
紙
」

hisho
環境10%
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ド
ン
グ
リ
の
苗
木
を
団
体
に
寄
贈

勝
山
城
博
物
館
の
エ
コ
な
取
り
組
み

■
８
月
23
日　

勝
山
城
博
物
館

中
国
視
察
の
報
告
と
今
後
の
交
流
に
つ
い
て

市
長
と
な
ん
で
も
語
ろ
う
会
開
催

■
８
月
29
日　

す
こ
や
か

世界を旅した体験を語る
椎名誠さんトーク会開催
■９月１日　市立図書館

　勝山城博物館では環境保全活動の一環
として、ドングリの苗木40本を、女性の
世界的な奉仕団体「国際ソロプチミスト
福井」に寄贈しました。
　贈呈式では、松村治和くん、和晃くん、
晃奈ちゃんの兄妹＝北郷町坂東島＝が、
自分たちで育てた苗木を手渡しました。

　７月の中国洛陽市・杭州市・麗水市視
察の報告会が行われ、約150人が参加さ
れました。山岸市長が多くの写真を用い
て報告を行い、今後の中国との交流につ
いての方向性の説明も行いました。

　「かつやま左義長大使」でもある作家の椎名誠さん
が、市立図書館１階フロアでトーク会を行いました。
世界各国を旅した経験から、世界各地での埋葬やト
イレ事情の違いの話題で笑いを誘い、世界で深刻化
する水問題についても指摘されました。

防
災
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

防
災
講
演
会

■
第
１
会
議
室

市
内
中
学
生
ら
と
協
演

関
学
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

■
大
ホ
ー
ル

救
助
へ
の
感
謝
と
近
況
報
告

関
学
ワ
ン
ゲ
ル
Ｏ
Ｂ
表
敬
訪
問

■
第
２
会
議
室

　関西学院大学災害復興制度研究所の山
中茂樹教授が、「ルーズ＆ノーウィン（勝
ちはなし）の防災にどう立ち向かうか」
をテーマに講演を行い、災害に強いまち
づくりについて貴重な提言がなされまし
た。

　関西学院大学応援団総部に所属する、
総勢70人の吹奏楽部によるファミリーコ
ンサートが行われました。また、市内３
中学校の吹奏楽部の生徒たちや、かつや
まの音楽家のたまごたちとの協演もあ
り、来場者を魅了しました。

　平成16年に大長山で遭難したワンダー
フォーゲル部の当時の部員だった野田悦
史さん、船川昌之さん、現在も同部の顧
問を務める則定隆男教授が市役所を訪
れ、松村副市長に感謝の気持ちや近況に
ついて報告されました。

関西学院大学との連携事業
～関西学院大学アカデミー～

8月26日　市民会館
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町
内
会
を
中
心
に

地
元
で
消
火
訓
練
を
実
施

■
８
月
５
日　

栄
町
富
田
区

恐
竜
博
物
館
か
ら
出
張
講
座

恐
竜
・
地
質
科
学
フ
ェ
ス
タ
開
催

■
８
月
21
〜
26
日　

ゆ
め
お
ー
れ
勝
山

幽
玄
な
雰
囲
気

小
原
篝か
が
り火び

祭さ
い

開
催
さ
れ
る

■
８
月
13
日　

北
谷
町
小
原
区

勝
山
の
未
来
を
提
言

勝
山
北
部
中
３
年
生
が
ま
ち
づ
く
り
提
言

■
８
月
22
日　

市
役
所

世
界
に
目
を
向
け
て

ス
キ
ー
距
離
競
技
３
選
手
成
績
報
告

■
８
月
14
日　

市
役
所

あ
し
か
け
４
年
で
達
成

ゆ
め
お
ー
れ
勝
山
入
館
40
万
人

■
８
月
23
日　

ゆ
め
お
ー
れ
勝
山

　富田区では、自衛消防隊のあり方を検
討した結果、地区内の町内会を中心とし
た消火訓練を行い、地元の自衛消防隊員
も積極的に参加されました。

　県立恐竜博物館の体験イベント「恐竜・
地質科学フェスタ」がゆめおーれ勝山で
開催され、化石を顕微鏡で見たり、恐竜
の缶バッジ作成コーナーなどがあり、多
くの家族連れでにぎわいました。

　小原区の古民家修復に取り組む福井工
大の学生が企画した「小原篝火祭」が行
われ、小原出身者など約70名が参加し、
特設会場で民謡や能が披露されました。

　新聞を教育に生かすＮＩＥに積極的に
取り組んでいる勝山北部中学校３年生
が、これまで取り組んできた観光・環境・
暮らしの３つのプロジェクトの成果を山
岸市長らに発表しました。

　３月に全日本選手権（男子50㌔フリー）
を制した宇田崇

たかつぐ
二選手（20）＝東海大２

年＝が、夏合宿後に帰省したのを機に、
優秀な成績をおさめている弟の彬

あきひと
人選手

（17）＝勝高２年＝、石井翔
しょうこ
子選手（21）

＝龍谷大４年＝と一緒に市役所を訪れ、
山岸市長に報告を行いました。

　ゆめおーれ勝山の入館者数が40万人を
突破し、記念セレモニーが行われました。
　40万人目となったのは、奈良県から訪
れた東

あずま
茂昭さんの4人家族で、松村副市

長から花束と記念品等が贈られました。
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平
泉
寺
で
書
写
さ
れ
た

最
も
古
い『
庭て
い
き
ん訓
往お
う
ら
い来
』

（143）

　

白
山
平
泉
寺
で
書
か
れ
た
現
存
す
る
書

物
は
何
か
。
そ
れ
は
、『
白
山
神
社
史
』

も
『
勝
山
市
史
』
も
見
逃
し
た
書
物
で
、

そ
の
名
を
『
庭
訓
往
来
』
と
い
う
。

　

あ
る
日
、白
山
平
泉
寺
で
書
か
れ
た
『
庭

訓
往
来
』
を
一
目
見
た
い
と
の
思
い
に
か

ら
れ
て
、
列
車
に
乗
車
し
た
。
そ
の
行
き

先
は
、
奈
良
県
天
理
市
の
天
理
大
学
附
属

天
理
図
書
館
で
あ
る
。
こ
の
図
書
館
に
は
、

宝
徳
三
年
（
一
四
五
一
）
に
白
山
平
泉
寺

の
正
し
ょ
う
き
ゅ
う救
大だ
い
と
く徳
が
書
写
し
た
『
庭
訓
往
来
』

が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
残
念
な

が
ら
原
本
を
見
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
、

こ
の
書
物
の
一
部
を
市
報
に
掲
載
し
よ
う

と
、
転
載
許
可
願
を
出
そ
う
と
担
当
者
に

相
談
し
た
が
、
断
念
し
た
。

　

白
山
平
泉
寺
の
遺
跡
が
発
掘
さ
れ
、

徐
々
に
そ
の
規
模
が
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
分

か
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
宗
教
活
動
に
つ

い
て
は
全
く
分
か
ら
な
い
。
経
典
に
つ
い

て
は
、
白
山
平
泉
寺
で
写
経
さ
れ
た
も
の

が
僅
か
に
残
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

ま
た
経
済
活
動
に
つ
い
て
は
、
残
さ
れ
た

史
料
の
中
か
ら
読
み
解
く
だ
け
で
、
そ
の

全
貌
は
理
解
で
き
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、『
庭
訓
往
来
』
は

書
写
年
代
と
筆

者
が
分
か
る
貴

重
な
も
の
で
あ

る
。
こ
の
『
庭

訓
往
来
』
は
、

等
覚
院
に
住
み

込
ん
だ
寺
の
小

僧
で
あ
る

乙お
と
ぎ
く
ま
る

菊
丸
の
た
め

に
、
手
習
い
の
手
本
と
し
て
書
い
た
も
の

で
あ
る
こ
と
が
、
奥
書
か
ら
分
か
る
。

　

於
越
前
国
白
山
平
泉
寺
等
覚
院
、
小
童

　

之
所
望
依
難
黙
止
、
不
顧
愚
僧
恥
辱
如

　

形
令
書
写
処
也
。
相
構
之
不
可
有
後

　

見
之
嘲
弄
者
也
。
悪
筆
ヽ
　ヽ
　

　

正
救
大
徳
は
、
乙
菊
丸
と
い
う
小
僧
の

た
め
に
『
庭
訓
往
来
』
を
恥
辱
を
顧
み
ず

書
写
し
た
と
謙
遜
し
、
後
世
の
人
に
嘲
ち
ょ
う
ろ
う弄

さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
「
悪
筆
、
悪
筆
」

と
謙
遜
し
て
い
る
。
書
写
さ
れ
た
『
庭
訓

往
来
』
は
、
達
筆
な
る
が
故
に
今
に
残
さ

れ
た
。

文
化
財
保
護
委
員　

佐
野
光
臣

参
考
文
献

三
保
忠
夫
『
庭
訓
往
来
天
理

図
書
館
本
に
つ
い
て
』

「15歳から
　　はじめる

成功哲学」

「お父さんの
Vサイン」

「たたかえ！
てんぱりママ」

千田　琢哉／著　
ナナ･コーポレート･コミュニケーション

そうま　こうへい／作
小峰書店

内藤　みか／著
亜紀書房

「何もできなくていいから、何でもやって
おく」「お金は、知恵に群がる」「告白し
なくてもいいから、ラブレターを書こう」
…。未来、勉強、お金、友情、恋愛。
自信をもてない若者へ贈る、今を生きる５
０の言葉。

体重96キロ、かけっこは大の苦手のあい
のお父さんが、運動会のリレーに出ること
になったから、さあ大変!　運動会まであ
と2週間。あいとお父さんの特訓が始まる。

モンスターティーチャーにより地獄のよう
な日々を味わい続けた中学生の息子は、
ついに登校拒否に…。モンスターティー
チャーの特徴や学校でトラブルが起きたと
きの対処法も加えて、著者が体を張って
学校と対峙した様子を綴る。

一般図書 中高生図書 こども図書

勝山市立図書館　☎88－6000
ホームページ　http://tosyokan.city.katsuyama.fukui.jp/

おすすめ図書おすすめ図書

天理大学附属天理図書館の前景

闘病記コーナーをご存じですか闘病記コーナーをご存じですか
　闘病記とは、患者本人やその家族などが書いた手記、記録です。
　病気の症状や心境など、病と向き合ってどのように生きるかという情報源として、注目されてい
ます。
　書名に病名が含まれないことも多いため、このたび『闘病記コーナー』を設置し、病気ごとに分
類しましたので、目的の本が探しやすくなりました。ぜひご利用ください。
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どんな大会でも
活躍できる選手になりたい

　

３
度
目
の
挑
戦
で
栄
冠

　

全
国
中
学
校
体
育
大
会（
全
中
）

の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
が
、
８
月

20
日
か
ら
23
日
ま
で
千
葉
県
船
橋

市
で
開
催
さ
れ
、
山
口
茜
さ
ん
が

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
で
優
勝
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
福
井
県
勢
で
は
初

め
て
の
快
挙
で
す
。

　

同
大
会
に
は
こ
れ
ま
で
１
、
２

年
生
の
時
も
出
場
し
、
優
勝
候
補

と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
優
勝
に

は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

３
年
生
で
優
勝
で
き
た
こ
と
に

対
し
て
山
口
さ
ん
は
、「
素
直
に

う
れ
し
い
で
す
。
３
度
目
の
正
直

で
す
し
、
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。」

と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

　

決
勝
戦
ま
で
の
全
試
合
で
、
１

セ
ッ
ト
も
落
と
さ
な
い
完
勝
だ
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
は
、「
特
に
緊

張
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
決
勝
戦

も
最
初
は
ち
ょ
っ
と
危
な
か
っ
た

け
れ
ど
、
決
勝
戦
と
思
わ
ず
１
つ

の
試
合
と
し
て
、
い
つ
も
通
り
に

で
き
ま
し
た
。」

　

大
応
援
団
が

山
口
さ
ん
に
エ
ー
ル
を

　

大
会
最
終
日
に
は
山
岸
市
長
を

は
じ
め
、
今
年
１
月
に
発
足
し
た

「
山
口
茜
選
手
を
育
て
る
会
」
の

会
員
、
関
東
在
住
の
勝
山
出
身
者

の
方
々
な
ど
、
約
50
人
が
会
場
に

駆
け
つ
け
、
山
口
さ
ん
に
声
援
を

送
り
ま
し
た
。

　

育
て
る
会
の
平
泉
会
長
は
、「
山

口
選
手
の
プ
レ
ー
を
初
め
て
見
ま

し
た
が
、
力
強
い
ス
マ
ッ
シ
ュ
や

軽
や
か
な
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
、

本
当
に
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。

山
口
選
手
の
プ
レ
ー
を
見
て
、
私

も
パ
ワ
ー
を
も
ら
い
ま
し
た
。
優

勝
お
め
で
と
う
。」
と
観
戦
さ
れ

た
感
想
を
語
り
、「
ぜ
ひ
育
て
る

会
に
入
会
し
て
い
た
だ
き
、
一
緒

に
山
口
さ
ん
を
応
援
し
ま
し
ょ

う
！
」
と
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

　

観
戦
記

　

会
場
内
の
空
調
に
よ
っ
て
、

コ
ー
ト
上
に
は
風
が
舞
い
、
シ
ャ

ト
ル
の
飛
び
方
に
も
影
響
し
て
い

ま
し
た
。
山
口
さ
ん
も
「
や
り
に

く
か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た

が
、
中
学
生
離
れ
し
た
シ
ョ
ッ
ト

や
シ
ャ
ト
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
、

相
手
を
圧
倒
し
て
い
ま
し
た
。

（
観
戦
者
の
コ
メ
ン
ト
）

　

今
後
も
大
会
が
目
白
押
し

　

全
中
も
終
わ
り
、
し
ば
ら
く

ゆ
っ
く
り
で
き
る
の
か
聞
い
て
み

た
と
こ
ろ
、「
こ
れ
か
ら
も
大
会

が
続
き
ま
す
。
全
日
本
の
合
宿
も

始
ま
り
ま
す
。」
と
の
こ
と
で
し

た
（
下
記
参
照
）。

　

将
来
の
夢

　

山
口
さ
ん
に
将
来
の
夢
や
目
標

に
つ
い
て
質
問
し
た
と
こ
ろ
、「
い

ろ
ん
な
大
会
で
活
躍
で
き
る
選
手

に
な
り
た
い
。」と
の
答
え
が
返
っ

て
き
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な
大
会
の

中
に
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
入
っ
て

い
る
の
か
聞
い
て
み
る
と
、「
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
も
そ
の
１
つ
で
す

ね
。」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

全国中学校バドミントン大会
女子シングルス優勝

山
やま

　口
ぐち

　 　茜
あかね

 さん（勝山南部中学校３年）

ど

＜今後の出場予定の大会＞
１．第31回全日本ジュニアバドミントン選手権大会
　　　9月14日～ 17日 宮崎県宮崎市
２．ヨネックスオープンジャパン2012
　　　9月18日～ 23日 東京都渋谷区
３．ヨネックス世界ジュニアバドミントン
　　選手権大会2012千葉
　　　10月23日～ 11月3日 千葉県千葉市決勝戦の様子決勝戦の様子

優勝カップとメダルを掲げる
山口 茜さん

「
山
口
茜
選
手
を
育
て
る
会
」
入
会
の
ご
連
絡
先

　

☎
０
８
０
‐
３
０
４
６
‐
６
８
６
９
（
事
務
局
）

　

※
１
口
（
１
０
０
０
円
）
以
上
の
会
費
を
お
願
い
し
ま
す


